
2022 年に登場した OpenAI 社の対話型生成 AI「ChatGPT」は、 わずか 3 ヶ月で利用者数が 1 億人を突破しました。

Microsoft はこの OpenAI 社とパートナーシップを結び、 業務の副操縦士「Copilot」という形で、 同社の技術を搭載した生成 AI を提供しています。

一方で、 Azure OpenAI を利用することで、 Copilot では対応できないような、 生成 AI の可能性をさらに高めることができます。

生成 AI の参照するデータを教育機関で使われるデータに限定したり、 生成 AI の答え方をカスタマイズすることで、 児童・生徒の学び方や、

教員の働き方により柔軟にフィットした生成 AI アプリケーションを構築することができます。

子どもの学び方に合わせた生成 AI とは？

探究的で、 対話的な学びの特徴の一つに、学習すべき事象に対して、 適切な問いを立てながら質問を繰り返すことで、 理解を深掘りしていく

ことが挙げられます。下の図は、子どもと探究活動を行う AI の使用例とその対話を示しています。 通常の AI が質問に即答するのに対し、

思考の発展を促すことに焦点を当てています。 AI に「即答しない」「どんな回答も褒める」といった指示をすることで、答え方を調整して実現

しています。 さらに百科事典などを参照データに指定することで、子どもと該当ページを見ながらの利用もできます。
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AI 子ども子ども

僕は栗原先生！ 今日も僕と一緒に勉強しようね。 僕が知らないことがあるかも

しれないけど、 何か質問があったら質問してね

それはいい質問だね！川が山から流れてくるとき、 石や土を少しずつ削ってきて、

それがどこに流れ込むかな

そうだね！そして、その石や土に含まれているものの中に、 私たちが食べ物に

使うあるものがある。 それは何かな？ヒント : ご飯にかけるとおいしいよ！

ふりかけもおいしいよね！でも、もっと基本的なものを考えてみて。 食べ物に少し

加えると味が引き立つもので、 液体ではなく、 粒々の形をしているものは何かな？

正解！すごいね！  そう、 川が岩や土を削るとき、 塩分も一緒に運ばれて海に流れ

込むんだ。その塩分がたくさん溜まることで、 海がしょっぱくなるのさ。 よく答えられたね！

海ってなんで
しょっぱいの？

海！

ふりかけ！

塩！



最初の返信は「僕は栗原先生 !!  今日も僕と一緒に勉強しようね。 僕が知らないことがあるかも
しれないけど、 何か質問があったら質問してね。」と返答してください。

事前指示 入力 回答

# 命令文

海ってなんで

しょっぱいの？

それはいい

質問だね！

川が山から

流れてくるとき、

石や土を

少しずつ削ってきて、

それがどこに

流れ込むかな？

# 制約条件

# プロンプト

子どもからの質問を入力として送信する前に、 GPT モデルに対して答え方に関する制約条件を加えています。 この制約条件を

入れ込んだ形で質問を投げかけることで、 直接的な質問を返さないように制御しています。 Azure OpenAI では、 このような

答え方のカスタマイズを加えた生成 AI のエンジンを作成することができます。

→ 私は栗原先生です。
→ 私は常にソクラテス式に答える有能な家庭教師です。
→ 利用者の質問に回答します。

→ 私は利用者に * 決して * * 絶対に * 答えを与えてはいけません。
→ 解き方を教えることも * 禁止 * します。 答えに近づくようにヒントを少しずつ返してます。
→ ヒントは 1 つの返答で、 1 つ返します。
→ ヒントは 100 文字以内で、 小学生 (Grade 4) でもわかる文章で返します。
→ その後利用者からの回答を待ちます。
→ 利用者が自分で答えに近づけるように考え、 学ぶように、 常に適切な質問をするようにします。
→ 常に利用者の興味と知識にあわせて、 質問を調整しながら、 利用者によって適切なレベルに
　　 なるまで、 問題をより単純な部分に分解する必要があります。
→ 利用者が正解にたどり着いたら、 ほめてあげます。

教育活動で AI を取り入れるために、 抑えておきたいポイントが大きく 3 つあります。 このうち、 カスタマイズに関わる部分に

大きく貢献できるのが、 Azure OpenAI を用いたアプリケーションの構築です。 インターネットからの情報だけでなく、 教材の

情報、 学習成果物、 指導の履歴、 または校務で頻繁に参照するマニュアルなどを情報源として回答させることも可能です。

データが保護
されているのか

AI の答え方を
どうするか

どのデータを
参照するのか

「旅行計画の作成」のような個人

的利用では生成 AI が便利です

が、 学校データの取り扱いでは機

密性が問題になります。 法人向け

データ保護機能を備えた AI の選

定が必要です。

AI の回答方法は柔軟に調整がで

きます。 例えば、 すぐに答えを出す

AI、 回答を共に考える AI、 質問し

て深掘りする AI などを作ることで、

AI は多様な役割を果たすことがで

きます。

各生成 AI が依拠するデータを

考える必要があります。 インター

ネットの情報だけでなく、 特定の

事典等を参照先に指定することが

できます。 利用者の質問や回答を

蓄積して回答することもできます。 

選定時のポイント カスタマイズに関わる部分



Microsoft Azure は、 広範なクラウドコンピューティングサービスを提供するプラットフォームで、 業界トップクラスの性能と

安全性を誇ります。 そのため、 OpenAI の ChatGPT も Azure を利用しています。 Azure の特徴は、 仮想マシン、 アプリケー

ションホスティング、 クラウドストレージ、 データベース管理、 AI とマシンラーニング、 IoT デバイスへの対応など、 多岐にわたる

製品とサービスです。 AI を活用したデータ処理や分析において、 Azure は最適な選択肢の一つです。

Copilot も Azure OpenAI も生成 AI を扱うサービスです。 Copilot にも複数の機能がありますが、 先述のように、 生成 AI

が何を参照するのか、 どのように答えるのか （何かを操作するのか） が異なります。 適材適所のサービスがそろっており、 さま

ざまなニーズに対応した生成 AI サービスが利用できます。

Copilot
データ保護機能つき

Microsoft 365 A3/A5

Internet 情報を迅速活用
「全教職員のブラウザ検索」として

〇〇省の XX の状況を報告して。

最新の〇〇制度の内容は？

〇〇に関する記事をまとめて。

Copilot
旧Microsoft 365 Chat

Copilot for Microsoft 365

組織の情報を迅速活用
「学校内情報の検索ツール」として

最新の〇〇について教えて。

〇〇に詳しい人は誰？

〇〇の申請ってどうやるの？

Copilot in 
Microsoft 365 Apps

Copilot for Microsoft 365

AI の力で校務を効率化
「全教職員の Office アプリ」として

〇〇のお知らせ文書を作って。

〇〇参考に授業スライドを作って。

〇〇からグラフを作って。

Azure OpenAI
組込みシステム

Azure OpenAI

まるで人間に依頼・相談するような
「AI カスタムシステム」として

過去の類似ケースを教えて。

生徒 A さんの状況を教えて。

こんな時はどうすればいい？

組織
向け

職場
向け



校務で使用するシステム等のマニュアルに対応した生成 AI チャット・ヘルプデスクを内製開発。

教職員の業務改善を図る。

校務で使用するシステム等のマニュアルに対応した生成 AI チャット・ヘルプデスクを内製開発。

教職員の業務改善を図る。

本リーフレットついてのお問い合わせ

本リーフレットに記載された情報は制作当時 (2024 年 5 月 ) のものであり、 閲覧される時点では、 変更されている可能性があることをご了承ください。
本リーフレットは情報提供のみを目的としています。 Microsoft は、明示的または暗示的を問わず、 本書にいかなる保証も与えるものではありません。
製品に関するお問い合わせは次のインフォメーションをご利用ください。
■インターネット ホームページ https://www.microsoft.com/ja-jp/
■マイクロソフト カスタマー インフォメーションセンター 0120-41-6755 （9:00 ～ 17:30 土日祝日、 弊社指定休業日を除く） ※電話番号のおかけ間違いにご注意ください。
＊記載されている、会社名、 製品名、ロゴ等は、各社の登録商標または商標です。
＊製品の仕様は、予告なく変更することがあります。予めご了承ください。 
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Microsoft Azure 
OpenAI

教育委員会独自のシステムの
マニュアルや手順書を反映

内製開発だからこそ
工夫できる機能性・利便性

自治体配下すべての高校への
アプリ展開を目指す

背景とねらい
教育委員会内にさまざまな規程やマニュアルが存在しており、自治体配下の学校では IT に詳しい人にそれらの質問が寄せられる状況があった。 生成 AI チャット

アプリが「ゼロ次受付」というかたちで質問に対応することによって、教員の業務負荷を軽減し、 生徒とかかわったり授業を充実させたりする時間を多く創出したい。

選定のポイント
生成 AI によってどんなことが実現できるのかについて明確でない中、 Azure OpenAI を使うことで簡単に操作性を試すことができた。 また、 Microsoft 

Entra ID で認証できることや、データに関するセキュリティが確保されていて情報漏洩のリスクがないことは重要なポイントだった。

活用と効果
一般的な生成 AI チャットと、特定マニュアルに対応した生成 AI チャットを両方利用できるように設計した。 2023 年度に一校で検証を行ったが、 前者の利用

が多く、 授業準備のために利用している先生もいるようだった。 グループウェア内のマニュアルのリンクに直接アクセスできるようにする等、 後者の機能もより

使ってもらえるように、アプリの機能を工夫していきたい。

教職員の業務改善を図る。教職員の業務改善を図る。教職員の業務改善を図る。OpenAI

”今後の全校展開のなかで、 利用者のログを集積したり、 複数の課でアプリを管理できるようにしたりして、 教員にとっても管理者

にとっても利便性の高いアプリにしていきたいです。”

【製品とサービス】 Azure OpenAI Service / Microsoft Entra ID【製品とサービス】 Azure OpenAI Service / Microsoft Entra ID


